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国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 
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無回答率 

正答率 

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

１一 3.7 5.4 3.8

１二 0.2 0.2 0.1

１三 17.6 21.4 16.2

２一 0.2 0.3 0.2

２二① 10.8 10.5 8.8

２二② 3.2 4.0 3.3

２三 9.7 12.1 9.0
農林水産省のウェブページにある資料の一部か
ら必要な情報を引用し，意見文の下書きにス
マート農業の効果を書き加える

自分の考えが伝わる文章になるように，根
拠を明確にして書く

スピーチのどの部分をどのように工夫して話す
のかと，そのように話す意図を書く

自分の考えが分かりやすく伝わるように表
現を工夫して話す

意見文の下書きの一部について，文末の表現を
直す意図として適切なものを選択する

助動詞の働きについて理解し，目的に応じ
て使う

漢字を書く（のぞく）

文脈に即して漢字を正しく書く

漢字を書く（よろこんで）

問題の概要 出題の趣旨

スピーチの一部を呼びかけたり問いかけたりす
る表現に直す

聞き手の興味・関心などを考慮して，表現
を工夫する

話の進め方のよさを具体的に説明したものとし
て適切なものを選択する

論理の展開などに注意して聞く

ここが豊中市の子どもたちの課題！ 

 

― ここがポイント ― 

・助動詞の働きについて理解し、目的に

応じて使うこと 

・文脈に即して漢字を正しく書くこと 

・自分の考えが伝わる文章になるよう

に、根拠を明確にして書くこと 

 

意見文を書く際には、自分の考えが伝

わる文章になるように、根拠を明確にす

ることが大切です。根拠を明確にするた

めには、まず、自分の考えが確かな事実

や事柄に基づいたものであるかを確か

めることが必要です。その上で、自分の

思いや考えを繰り返すだけでなく、根拠

を文章の中に記述する必要があること

を理解して書くことが重要です。また、分

かりやすい文章にするために、読み手か

らの助言などを踏まえ、自分の文章のよ

い点や改善点を見いだすことも大切で

す。その際、読み手は、書き手の目的と

意図を理解した上で、単なる印象では

なく、具体的な記述を取り上げて助言な

どをすることが重要です。 
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豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

正答率：４２．１％（豊中市） 

      ４６．５％（全 国） 

【出題の趣旨】意見を書く（「先端技術との関わり方」」 

２ 三 自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にして書く 
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（正答例） 

例えば、農林水産省のウェブページにある資料には、作業の自動化以外に「情報共

有の簡易化」と「データの活用」が示されている。 

 

（正答例） 

例えば、農林水産省の資料によると、「作業の記録をデジタル化・自動化し、熟練者で

なくても生産活動の主体になることが可能に」なったり、「農作物の生育や病虫害を

予測し、高度な農業経営が可能に」なったりすることが示されている。 

（正答例） 

例えば、資料には、「熟練者でなくても生産活動の主体になることが可能」な「情報共

有の簡易化」なども効果として挙げられている。 

ここがポイント 

正答の条件 

次の条件を満たして解答している。 

① 【農林水産省のウェブページにある資料の一部】から適切な情報を抜き出して書

いている。 

② 引用する部分にかぎかっこ（「  」）でくくって書いている。 

③ 「例えば、」に適切に続くように書いている。 

（誤答例） 

自分の考えが伝わる文章になるように、適切な情報を抜き出して書くことができてい

ないなど。 
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正答率 

無回答率 

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

３一 0.8 0.7 0.7

３二 0.3 0.3 0.3

３三 0.9 1.3 1.0

３四 13.2 16.0 13.3

４一 0.7 0.6 0.9

４二 0.8 0.6 1.0

４三 0.8 0.7 1.1

問題の概要 出題の趣旨

最初に書いた文字の漢字のバランスについて説
明したものとして適切なものを選択する

漢字の行書の読みやすい書き方について理
解する

書き直した文字の「と」の書き方について説明
したものとして適切なものを選択する

漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方
を理解する

話の展開に沿って「おれ」の行動や心情を並べ
替える

場面の展開や登場人物の心情の変化などに
ついて，描写を基に捉える

「おれ」は何を「なるほど」と思ったのかにつ
いて，話の展開を取り上げて書く

場面と場面，場面と描写などを結び付けて，
内容を解釈する

行書の特徴を踏まえた書き方について説明した
ものとして適切なものを選択する

行書の特徴を理解する

「陽炎みたいに揺らめきながら」に使われてい
る表現の技法の名称を書き，同じ表現の技法が
使われているものを選択する

表現の技法について理解する

「途方に暮れた」の意味として適切なものを選
択する

事象や行為，心情を表す語句について理解
する

ここが豊中市の子どもたちの課題！ 

 

ここが豊中市の子どもたちの強み！ 

― ここがポイント ― 

・表現の技法について理解すること 

・事象や行為、心情を表す語句について

理解すること 

・場面の展開や登場人物の心情の変化

などについて、描写を基に捉えること 

・場面と場面、場面と描写などを結び付

けて、内容を解釈すること 

 

文学的な文章を読み味わう際には、

個々の場面や描写から直接分かること

を把握するだけでなく、複数の場面を相

互に結び付けたり、各場面と登場人物

の心情や行動、情景等の描写とを結び

付けたりすることによって、場面や描写

に新たな意味付けを行うことが重要で

す。 
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豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

正答率： 

６０．２％（豊中市） 

５２。５％（全 国） 
【出題の趣旨】 

表現の技法について

理解する 

３ 一 

 

 
正答の条件 

次の条件を満たして解答している。 

① 「比ゆ」、「たとえ」のように解答しているもの 

※「比喩」、「ひゆ」、「比喩法」、「直喩」などと

解答しているものも正答 

②「陽炎みたいに揺らめきながら」と同じ表現の

技法が用いられているものをして「３」を選んで

いる。 

ここがポイント 

（誤答例） 

「陽炎みたいに揺らめきながら」と「猫のように

素早く手を出し」に同じ表現の技法が用いられ

ていることは理解しているが、「比ゆ」という言葉

と結び付けて表現の技法を理解していない等。 
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豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

正答率：３６．９％（豊中市） 

      ３９．４％（全 国） 

【出題の趣旨】書写 

４ 一 行書の特徴を理解する 

ここがポイント 

正答は 

「 １ 」 

楷書の学習を踏まえ、行書の特徴を

理解して書く 

直線的な点画で構成されている漢字

を行書で書く際には、点や画の形が

丸みを帯びる場合があること、点や

画の方向及び止め・はね・払いの形

が変わる場合があること、点や画が

連続したり省略されたりする場合が

あること、筆順が変わる場合があるこ

となどといった行書の特徴を理解し

て書く必要があります。その際、楷書

で書いた漢字と比較するなどが大切

です。また、筆脈を意識した点画のつ

ながりなどを身に付けるために毛筆

の活用も大切です。 

 


